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平成 21 年 3 月に制定された村上市環境基本条例基づき 「村上市環境基本計画」 と 「村上市地

球温暖化対策実行計画」 を策定しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
`

「村上市環境基本計画」 は、 村上市の環境施策を推進する上での基本的な計画であ り、 「村上

市地球温暖化対策実行計画」 は、 地球環境の保全のため、 村上市全域から排出される温室効果

ガスの排出量を削減するこ とを目的と しています。

これらの計画では、 人と 自然が共生し、 水質汚濁などの環境負荷を減らすこ とで安心安全な

生活を確保し、 資源を大切に使う こ とで循環型社会を実現すると と もに、 地球温暖化対策にも

積極的に取 り組んでい く こ とを目標と します。

これらの計画の期間は、 平成 23 年度から平成 32 年度までの 10 年間です。 社会情勢の変化や

新たな環境問題に対応するため、 必要に応じて見直しを行います。

平成2 3年3月

村上市



村上市では、 最近道路建設が進み、 交通の

利便性が向上する一方で、 環境への負荷が懸

念されることから、 環境に配慮した道路整備が

重要です。 また、 水環境の面から着実な下水道

整備や公園整備などが重要です。

景観や快適な環境の保全のためには、 歴史 ・

文化の継承とともに、 本市のすぐれた町並みの

保存が重要です。
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(4 ) 地球環境

地球温暖化対策として、 温室効果ガス排出量

削減に向けた具体的な取り組みを実施すること

が重要です。

本市の温室効果ガス年間排出量は、 京都議

定書の基準年である1 9 9 0年 (平成2 年) の

463.2 千t- C0 2に対して、 2007年 (平成19年)

には472.2 千t- C0 2と増加しており、 国の削減目

標である- 6% の実現に向けた着実な取り組みが

求められます。

村上市内には広大な森林が広がり、 その美し
かん

い自然景観とともに、 森林に涵養された豊富な地

下水をもたらし、 これが吉祥清水のような湧水を

育んでいます。 また、 豊かな植生の中には、 貴

重な動植物が数多く生息 ・生育している一方で、

ニホンザルやツキノワグマなどによる農作物の被

害も多いことから、 このような鳥獣被害を防止す

るとともに、 野生動植物との共生が図れるような

対策を講じる必要があります。

○ 村上市の環境の課題
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e 望ましい環境像

(3 ) 生活環境

大気質、水質、騒音・振動など、将来にわたっ

て安全 ・安心な生活環境を維持していくことが重

要です。 悪臭に関しては、 事業者や周辺住民を

含めた総合的な取り組みが重要です。

廃棄物については、一層のごみの削減とリサイク

ルの向上が求められます。後を絶たないごみの不

法投棄や散乱に関して、これを撲滅するための取り

組みが必要です。漂着ごみ根絶についても、国・県

等を含めた関係機関と連携した対策が重要です。
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「村上市環境基本計画」 では、 将来の村上市の環境について、 あるべき望ましい姿を望ましい環境像として定

めています。

「望ましい環境像」 は、 すべての市民にとっての理想であると同時に、 この計画が実現を目指す将来像として






